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（別紙様式第3号）

論 文 要 旨

論文題目

Quantitative digital image analysis of tumor-infiltrating lymphocytes in 

HER2-positive breast cancer 

(＼ （HER2陽性乳癌における腫瘍浸潤リンパ球の定醤的画像解析について）
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腫瘍 浸 潤リンパ球 以 下 TIs 

) Iと |は |リ|、ノ Iノ{I球 lが 1腫 1瘍 1の 1周 Iり 1に 1浸 1潤 I・ I集 1族 Iし

ている形態をいい、腫瘍に対する免疫反応 Iと

考 |ぇ |ら |れ |て |い |る |。 1乳 Iが lん Iに 1ぉ lい 1て 1は］ I 
neg tiveや h erm I gr wth act r re ept pe にお Iい Iて

、 | T~Ls| え'" I高 1値 |と |なIるI症 1例 |が |ぁ |る |こ |と |がI知 IらIれ

r ／• ヽ．、: て おり 臨床的には抗がん剤治療などの効 I果

予 測因子や予後因子となることが報告され Iて

いる 。 T s の 評 価方法に関しては intma ion l Tl.ll,s 

wdrkink gr~up | の I 提 1 唱 l に | ょ | り 1 標 1 準 l 化 | 力; Iす Iす IめIら 1れ Iて

＼、ヽ lるIが 1、 IこIのI方 |法 |で |はI定 1量 |的 |なI評 I価 1が 1困 1難 Iな

こ 1と1ゃ 1、 |検 |者|間 |の |誤 |差 |．|再 |現 |性 |な |ど |のI問I題 Iが

あるため 、 画像解析 を 用いる 1こ Iと 1に 1ょIりlTilLs 

し
の評価の精度が向上するのではない Iか 1とI期 I待

さ Iれ Iて 1い Iる 1。 |本 |研 |究 |の I目 1的 Iは |画|像 1解 1析 Iを I用 Iい

て 1、 I暉R2I 陽 | 性 | 乳 | が | ん | に | ぉ|け | る | T~Ls Iを |hernatoxvli叶nd

eo~m I (I HE I ） | 染 |色 | ス | ラ | ィ|ド | で 1 評 1 価 | し | 、 |T~Ls IとI臨

床 1病 1理 |学 |的 I因 |子 |と |の 1関 1連 l性 |な |ら |ぴ |に l抗 IH~R2 I療

法 Iを 1含 lむ 1術 1前 I化 |学 |療 |法 |へ |のI治 1療 1効 1果|と|の 1関 1連

、|生|iこ|っ |い |て |明 |ら |か |に |す|る |こ |と |で|ぁ |る |。 |対 |象 |は
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術 I 前|に|抗 | H~R2 I療|法|を |含|む|化 |学1療1法IをI施|行|し|た

StJge I IV IをI除 I< I呻R2I陽 I性i浸 i潤 I性i乳 1が|ん|の |1051例 Iで

ヽ 1針 1生 1検 IのIHEI染 I色 Iス 1ラ1ィIドlをILふcaI I邸iol

System jを|用 |い|て|デ|ジ|ク|lレIにI取 IりI込 Iみ 1、I画I像I解 I析

ソIフ|卜 |H3ら）Iに1て1解 1析 Iを1行1っ|た|。|画 |像1解 1析 Iは1機

械|学|習 |を |利|用|し |てI腫|瘍|と|間 |質|を|分|類|し|た |上|で

間I質IのIリIンIパI球IをI測1定 1し|T血s| （1個II I直|）Iを1
(>

算 | 出 | し | た | 。 1 画 I 像 1 解 1 析 I で 1 算 | 出|し | た | T~s Iの|妥|当I性1

の1評価のために、 間質の面積およびリンパ球

の1個|数|に |つ|い |て|従|来 |法|で|算 |出|し|た|値|と|画 |像1解

;t斤・ 1 の1 値I と1 を1 相 1 関I 係 1 数： I を1 用| い| てI 比1 較I し1 ナこ I と1 こ I ろ

、|晶1|質|の |面|積|ぉ |ょ|ぴ|リ|ン|パ |球|数|と |も|に 1強 Iい1相

関を認めた (r 0.9 87,.981 -0. 931 P < 0.0 01 r=0.9 44, 

甘LsIのI中|央|値|は|128t(143-8IO1) l個I/ I 
(`-) 

ml |で1、I組 1織|学 |的|悪|性|度|が|高 |＜|な|る |に|っ|れ|て

T血sIヵ5|高|＜ |なIるI傾1向Iに|ぁ|っ |た| （~=0.92) | 。 | ま I た 1 ホ

JレIモ IンI受 I容 1体 1陰 1性IのI方1が1陽 I性Iと1比1較IしIてITJJLs 

がl高IいI傾向 に あり （ pa hol gica co plet res ons 

(p£R I ）|の | 方 | が |n~n-p団R I と |比| 較 | し | て |T~s Iが1高1し、 1傾

向にあった (P0.0 01)。 C 予測の TLs の閾値は
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re e1ve op rat! g ch rac enst c cu e を用いて 2 0 個／ mm2 と算

出|し|、 Iそ Iれ1を|ヵ|ッ|卜 |ォ|フ|と |し|た |Tts I高 1値 Iは 1単

変 1 量 I お|ょ | び i 多 i 変 1 塁 1 解 1 析 I に|ぉ | い | て|、 ~c~ と 1 の 1 有 1 意

な 1相 1関 1を1誇、 1め|た |。1こ IれIら|の |結|果|ょ|り|、 1機 1械 I学

習 Iを1利 i用Iし1ナこ 1画 I像 1解 1析 を 1用|い|て |Tfs Iの1定 1棗 I的

評 I価 1を1行 Iう Iこ Iと1は 1有 I用|で |ぁ|り|、I画 I像 1解 1析Iに1ょ

(‘ って算出された TLs は H R2 陽性乳癌 1のI独 I立 Iし

た治療効果予測 I因 I子 IとIな Iり1ぅIるIで1ぁIろIうIとI思

ゎ 1れ1た1。|

に：
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